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技術解説
 
探索型統計分析ソフトウェア JMPの活用法 
総合情報基盤センタ  ー 教授 高井正三 
 統計解析／分析ソフトウェアは，SAS（Statistival Analysis System）やSPSS（Statistical Package for Social Science）などが有名ですが，SASをPC用に対話型パッケージとして提供されているのがJMP（Johns’ Macintosh Product：ジャンプ）です．本学ではすべての教育用PCにJMP（Ver.11）が導入され，一般利用者にもVer.11がリリースされています．本稿はこのソフトウェア（以下「JMP」という）の活用法を解説したマニュアルであり，JMP利用者の一助となることを期待しています． 
 
1. JMPの機能 
JMPに用意されている主な一変量，二変量解析の機能は次のとおりです。 機能 機能 ヒストグラム 分布のあてはめ 記述統計 統計計算とシミュレータ 統計的検定 基本的な推測検定 箱ひげ図 相関と回帰 
2. JMPの起動と終了 
2.1 JMPの起動  まず，JMPを次の方法から一つを選択して起動します． １） Windows 8.1 のスタート画面にからアプリ画面に移動して，［JMP11］アイコンをクリックする（図2.1）． ２） アプリ画面の［JMP11］アイコンを選択し，右
ボタン・メニューを使って「スタート画面にピン留めする」を実行して，タイルに登録してから［JMP11］のタイルをクリックする（図2.2）， ３） Windows 8.1のデスク・トップ画面に［JMP11］アイコンを作成し，このアイコン「JMP11」をダブル・クリックする（図2.3）． 
JMP11が起動すると，図2.4のようなJMPホーム・ウィンドウ画面が表示されます．  JMPホーム・ウィンドウ画面は，メニュー・バーやツール・バーの下に，通常以下の４つのパネルから構成されています（図2.4）．  ・最近使ったファイル・パネル（左上）  ・ウィンドウリスト・パネル（右上）  ・最近使ったヘルプ・パネル（左下）  ・プロジェクト・パネル（右下） 
 図2.1 アプリ画面から起動      図2.2 スタート画面の［JMP11］タイルから起動  図2.3 デスク・トップから起動 
 
2.2 JMPスターター・ウィンドウ  始めに，JMPの操作やデータ分析に精通していない場合は，「JMPスターター」ウィンドウから始めましょう．「JMPスターター」ウィンドウには，操作やプラットフォームがカテゴリ別に整理して表示されています．「JMPスターター」ウィンドウは，メニュ ［ー表示］から「JMPスターター」をクリックして起動します（図2.5）．最初に表示されるのは，
［ファイル］カテゴリのコマンド・メニュー・ボタンです（図2.6）．  「JMPスターター」ウィンドウには，カテゴリ毎にコマンド・メニュー・ボタンが用意されていて，「JMPホーム」ウィンドウのメイン・メニューを使わなくても，コマンドにアクセスすることができます（図2.6）．最初に表示される［ファイル］カテゴリの時は，以下のコマンド・メニュー・ボタンが表
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示されます． 
 図2.4 4画面構成のJMPホーム・ウィンドウ画面 ・データ・テーブルの新規作成・・・新しいウィンドウに新しいテーブルを表示する． ・データ・テーブルを開く・・・JMPデータ・テーブルを開く／別のファイルから読み込む． ・データベース・テーブルを開く・・・データベースに接続する． 
・スクリプトの新規作成・・・スクリプトを含んだテキストを作成／編集する． ・スクリプトを開く・・・スクリプトなどのテキストファイルを開く． ・ジャーナルの新規作成・・・新しいジャーナル（記録）ウィンドウを作成する． ・ジャーナルを開く・・・JMP出力を記録したジャーナルを含んだファイルを開く． ・プロジェクトの新規作成・・・データ，レポート，スクリプト，関連資料をまとめるための新規プロジェクトを作成する． ・プロジェクトを開く・・・プロジェクトファイルを開く． ・環境設定・・・システムの環境設定を確認／設定する． 
 
  図2.5 JMPスターター・ウィンドウの起動  図2.6 ［ファイル］カテゴリのコマンド・メニュー・ボタン 
 
2.3 JMPスターターでの環境設定  JMP でデータ分析作業を行うには，先の「JMPスターター」ウィンドウを表示して，作業環境の設定を行います．作業環境の設定は，「JMPスターター」ウィンドウで，カテゴリ［ファイル］の［環境設定］コマンド・ボタンをクリックします（図 2.6の最下位のボタン）．JMPの「環境設定」ダイアログ・ボックスが表示されますので，これから使用する「データファイル ディレクトリ」の場所を設定します（図2.7）． ここでは，あらかじめ作成した作業用ディスク（D:またはZ:）上のフォルダ 「ーJMP_Work」をデータファイルの保存場所として設定し，［OK］ボタンを押下します（図2.8）． このフォルダ 「ーJMP_Work」には，SAS社がサンプルとして提供している膨大な“Sample Data” 
「C:¥ProgramFiles¥SAS¥JMP¥11¥Samples 
¥Data」を，「Sample_Data」というフォルダーを作成し，コピーします． 次に，練習用に，慶応 SFC データ分析教育グループが提供している“DASample”を，Webサイト【URL＝http://www.dsci.sfc.keio.ac.jp/ 】から予めコピーして，練習の準備をしておきましょう． また，使用したデータの保存先ディレクトリ名を「MyData」として，作成しています．  フォルダーの参照場所「D:¥JMP_Work」を設定した後，「ファイルを開く際，常にこのディレクトリを開く」のチェック・ボックスを「ON」にし，［OK］ボタンをクリックします．この操作で，「JMPスターター」から［テーブルを開く］ボタンをクリックすると，常時「JMP_Work」のフォルダーが開かれるようになります． 
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   図2.7 「環境設定」ダイアログ・ボックスで「ファイルの場所」と「データファイル ディレクトリ」を設定 
    図2.8 「ファイルの場所」にフォルダー「D:\JMP_Work」を設定し，［OK］ボタンをクリック 
 
2.4 Sample DataによるJMPの起動操作練習  フォルダー「Sample_Data」内の「Big Class」を，次の手順で開いてみましょう． （1）JMPスターターから［テーブルを開く］ボタンをクリックします． 
（2）フォルダ 「ーJMP_Work」の“Sample_Data”内からファイル名「Big Class.jmp」を選択し，［開く］ボタンをクリックします（図 2.9）．  （3）画面上に「Big Class」というデータ・テーブルが表示されます（図2.10）． 
 図2.9 「Sample Data」から「Big Class.jmp」を選択し，［開く］ボタンを押下 
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 図2.10 データ・テーブル「Big Class.jmp」を開き，列幅を調整し，右側へ拡張表示したところ 
2.5 ヒストグラムの出力  「Big Class」データ・テーブルのヒストグラム（Histogram：柱状グラフ＝区切られた一定の範囲内にあるデータの数を視覚的に表示するグラフ）を，以下の手順で出力してみましょう．  （1）「Big Class」データ・テーブルがアクティブ・ウィンドウActive Window状態のとき，メニュー［分析］からプルダウン・メニューで［一変量の分布］を選択します（図2.11）．  （2）「レポート：一変量の分布」ダイアログ・ボックスが現れますので，列の選択ボックスで， 
  ［Ctrl］キーを押しながら，「年齢」「性別」「身長（インチ）」「体重（ポンド）」を選択します．選択された部分は青く反転表示されますので，［Ｙ，列］ボタンをクリックします（図2.12）．  （3）選択した列を確認し，［OK］ボタンをクリックします（図2.13）．  （4）［Big Class］［一変量の分布］のヒストグラムが表示されます（図2.14）．  なお，連続尺度のデータでは，度数の他，分位点やモーメントとして様々な統計データが表示されていることを確認して下さい． 
 図2.11 メニュー［分析］から［一変量の分布］を選択 
2.6 データ・チェック  データをチェックするには，JMPのデータ・テーブルやヒストグラムを並べて表示し，データ・テーブル上の該当者をクリックします．ここでは 22 番目の「ALFRED」をクリックします．ヒストグラム
上の該当位置を［黒く］表示してくれます． などの分析結果をファイルに保存するには，アクティブ・ウィンドウで，メニュ ［ーファイル］から［名前を付けて保存］をクリックします（図2.15）．  
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 図2.12 列の「年齢」～「体重」を選択し，[Y,列]ボタンをクリック  図2.13 選択列を確認し，［OK］ボタンをクリック 
 図2.14 ヒストグラムとその他の統計値の表示画面 
 図2.15 「Big Class」データ・テーブル上の22番目「ALFRED」のヒストグラム上の位置を表示 
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2.7  分析スクリプトの保存と再現  ［一変量の分布］からヒストグラムの表示と度数，分位点，要約統計量を計算した分析スクリプトをデータ・テーブルと共に保存するには，［一変量の分布］の［▼］のプルダウン・メニューから［スクリプトをデータテーブルに保存］をクリックします．「Big 
Class」のテーブル・メニューに「Distribution2」としてスクリプトが追加されますので，このデータ・テーブルを保存します（図2.16の上段）．  この分析スクリプトは，次回このデータ・テーブ
ルを呼び出して，「Distribution2」から「スクリプトの実行」をクリックして，分析結果を再現することができます（図2.16の下段）． 
2.8 データ・テーブルと出力結果の保存  JMPのデータ・テーブルやヒストグラムなどの分析結果をファイルに保存するには，アクティブ・ウィンドウで，メニュー［ファイル］から［名前を付けて保存］をクリックします． 
 
 図2.16 「Big Class」データ・テーブルへの分析スクリプトの埋め込みと保存（上段），呼び出しと実行（下段） 
 図2.17 「Big Class」データ・テーブルをファイル名「Big_Class_00.jmp」で保存 
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 データ・テーブルの保存の場合は，ファイルの種類を［JMPデータ・テーブル（*．jmp）］を選択します．個々ではファイル名を「Big_Class_00.jmp」として保存しています（図2.17）．  ヒストグラムなどの分析結果を保存するには，画面のコピーをWordなどの文書に貼り付けて，ファイル名（例えば「Big_Classの一変量の分布_00.docx」
など）を付けて保存します（図2.18）． 
2.9 JMPの終了  探索型統計解析ソフトウェア JMP を終了するには，［ファイル］から［終了］をクリックするか，画面右上の「閉じる」ボタンをクリックします．終了する前に，編集したデータの保存を忘れないようにして下さい． 
 図2.18 「Big Class」の一変量の分布結果をWord文書に貼り付け，ファイル名を付けて保存 
 
3. データの編集 
3.1 変数の種類  JMPで扱う変数の種類には，列パネルの変数名の前にあるグラフ・アイコンの形状の違いによって，
JMPでは変数を名義尺度（赤い棒グラフ），順序尺度（緑の棒グラフ）及び連続尺度（青い面グラフ）の3種類に分類し（図3.1），その尺度に応じた最適な解析を行っています． １） 名義尺度（nominal scale） 
名前や性別など，順序や間隔にも比率にも意味のない尺度 ２） 順序尺度（ordinal scale） 年齢や満足度など，データの大小や順位や順序が意味を持つ尺度 ３） 連続尺度（continuous scale） 身長や体重，気温やテストの得点など，連続した数値で表される尺度で，間隔尺度など，ゼロを基点とする比例尺度のこと 
 図3.1 変数の種類は列パネルのグラフ・アイコンをクリックして確認 
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3.2 新規列の追加と計算式によるデータの加工  新規に列の変数を追加するには，列パネルのプルダウン・メニュー・アイコンをクリックして［列の新規作成］を選択します（図3.2左）．ここでは列名に「Height(m)」と入力し，表示形式で「固定小数点」を選択，総桁数は「12」，小数桁数は「3」または「2」として，［OK］ボタンをクリックします（図
3.2上段中，上段右）． 
ここで，続けて計算式を入力する場合は，［列プロパティ］ボタンから「計算式」をクリックして下さい． 設定が終わったら［OK］ボタンをクリックして下さい．新しい変数「Height(m)」の列が作成されます．同様に操作して，新しい変数の列「Weight(Kg)」と「BMI」を作ります（図3.2下段中央，下段右，図3.3）． 
 図3.2 列の新規作成メニューとそのダイアログ・ボックスでの列名との表示形式の設定 
     図3.3 列の新規作成メニューで「Height(m)」「Weight(Kg)」「BMI（Body Mass Index）」を作成 
 
3.3 新規列の計算式によるデータの加工  新規追加した列のデータを，メニュ ・ーバ 「ー列」のプルダウン・メニュー「計算式」をクリックして
（図3.4左），計算式エディタ・ダイアログ・ボックスを表示します（図3.4右）． ここでは，以下のような変換式と計算式を入力し
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てデータ・テーブルを完成させましょう．   Height(m)＝身長（インチ）×0.0254   （１インチ＝2.54cm＝0.0254m）   Weight(Kg)＝体重（ポンド）×0.453   （１ポンド＝0.453Kg）   BMI＝Weight(Kg)／(Height(m))2 
BMI（Body Mass Index） それぞれの変数に対する計算式エディタのダイアログが表示されるので，左側のテーブル列から該当する変数を選択し，中央のメニューから演算子を選択，関数や比較，条件付きなどは，右側の関数パネルから選択して計算式を組み立てます（図3.5）． 
 図3.4 メニュー「列」のプルダウン・メニュー「計算式」をクリックし，計算式エディタを表示 
 図3.5 計算式エディタ・ダイアログ．左から「Height(m)」「Weight(Kg)」「BMI」の計算式 
 図3.6 最終的なBig Classのデータ編集結果  図3.7 新規変数で一変量の分布を表示した結果 
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条件付き比較などで，定数を入力するときは，「“”（ダブルクォート）」で定数を挟みます． データの小数点以下の有効桁を設定して，表示を統一したいときは，列情報ダイアログ・ボックスで，表示形式を選択し，表示桁数を設定し直します．最終的なデータは図3.6の様になります．  こ のデータ・テーブルをファイル名「Big_Class_01.jmp」としてフォルダ 「ーMyData」に保存しましょう．従って，新規に追加した変数による「一変量の分布」は図3.7の様になります． 
4. データ・テーブルの作成 
4.1 直接入力する方法  JMPデータ・テーブルを作成する場合，データ数が少なければ直接キーボードから入力する方法もあります． 「JMPスターター」画面で，［データテーブルの新規作成］ボタンをクリックします．「無題」の「テーブル」ダイアログ・ボックスが表示されますので，「列１」～「列７」をダブル・クリックして，変数ダイアログ・ボックスを表示して，列名，データタイプ，変数の尺度，表示形式などを指定し，［OK］ボタンを押します． 表 4.1の様な評価データ・テーブルは，図 4.2の
様に定義し，データをタイプしていきます．データのタイプ量が多い場合は，Excel の表からデータ部分をコピーして，JMPの「テーブル」ダイアログ・ボックスに貼り付けると，一括でデータを登録することができます（図4.2右）． 表4.1  日本製普及Hybrid車種の9段階評価（架空データ）
 
4.2 Excelデータの入力方法  PCの Excelなど，表計算ソフトウェアで入力されているデータは，JMPに取り込むことができます．  ここでは，フォルダー「JMP_Work」のサブフォルダー「DASample」にある Excel ファイル「sotetsu.xls」（相模鉄道）のデータ（図 4.3～4）を読み込んでデータファイル「sotetsu2.jmp」を作成してみましょう． 
 
 図4.2 列変数の定義ダイアログ・ボックスで，列名，データタイプ，尺度，表示形式を定義してからデータを入力／貼り付け 
 
JMP への Excel ファイルの入力手順は以下の通りです． （1）「JMP スターター」の［データテーブルを開く］ボタンをクリックします． （2）「データファイルを開く」ダイアログで，Excelファイルのフォルダーへ移動します． （3）ファイル形式で「Excelファイル（*.xls;*.xlsx; 
*.xlsm）」を選択し，Excelファイルの一覧が表示されますので，該当ファイルを選択し，［開く］ボタンをクリックします（図4.5）． （4）「Excel 読み込みウィザード」ダイアログ・ボックスが表示されますので，Excel ワーク・シートの見出し行やデータの開始行と列を設定します． （5）複数の Excel ワーク・シートから該当シート
Maker Model Ito Inoue Kurobe Takasugi YoshidaToyota Aqua 8.2 8.6 8.3 7.8 8.3Toyota Corolla Axio Hybrid 8.5 8.5 8.4 8.5 8.5Toyota Corolla Fielder Hybrid 8.4 8.5 8.6 8.2 8.6Toyota Estima Hybrid 5.1 5.5 5.3 3.8 5.5Toyota Noah Hybrid 7.5 6.4 7.2 6.1 5.8Toyota Sai 7.8 8.3 8.0 7.1 7.7Toyota Prius 7.6 8.4 8.1 7.2 8.2Honda CR-Z Hybrid 7.2 6.3 7.5 4.9 7.2Honda Fit Hybrid 8.3 8.7 8.6 8.3 8.5Honda Fit Shuttle Hybrid 7.8 6.7 8.0 7.0 6.3Honda Freed Hybrid 7.8 6.2 7.7 5.0 6.1Honda Freed Spike Hybrid 7.7 6.2 7.7 5.0 6.1Honda Grace Hybrid 8.0 8.7 8.2 7.7 8.5Honda Vezel Hybrid 7.3 6.8 8.0 6.6 7.5Nissan Serena S-Hybrid 6.5 4.5 6.5 4.3 5.6Mazda Axela Hybrid 7.1 8.2 8.5 6.8 8.1
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を選択するときは，「Excel 読み込みウィザード」ダイアログ・ボックスの右上にある「ワーク シート」選択ボックスから，該当ワーク・シートを選択します． （6）以上を確認し，［読み込み］ボタンをクリックします（図4.6左）． （7）Excelデータが読み込まれると，JMPデータ・
テーブル（ここでは「相模鉄道.jmp」）が表示されます（図 4.6右）ので，各カラムのデータを確認して下さい（図4.7）． （8）このテーブルを「sotetsu2.jmp」として，フォルダー「JMP_Work」の「MyData」へ保存しましょう． 
    図4.3 フォルダー「JMP_Work」のサブフォルダー「DASample」にあるExcelファイル「sotetsu.xls」を開く 
          図4.4 Excelファイル「sotetsu.xls」のデータ表示 フィールドで収集したデータをExcel形式で整理し，このように JMP に取り込んでデータ分析を行うことができます．ここでは，相模鉄道の駅における乗降者数の分析や身体障害者設備の設置状況調査などを行うことができます（テキスト（2）「データ分析入門」のP.109第6章総合練習問題を参照）． 
 
4.3 Excel以外のデータの入力方法 
Excel以外のデータでは，拡張子が（*.txt）（*.csv）の他，（*.dat）などのテキスト形式のデータを読み込むことができます．このとき，データの区切り（セパレータ）を聞いてきますので，カンマや空白を指定して下さい． 従って，テキスト・エディタがあれば，テキスト
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形式のファイルは簡単に作成できます．ワード・プロセッサーなどで記録したデータは，一旦（*.txt）形式でファイル出力し，内容をテキスト・エディタ
などで確認し，データをクリーニングしてからJMPに取り込んで下さい．ファイルは使用したアプリケーション側では，閉じてから取り込んで下さい． 
 図4.5 Excelファイル形式を設定し，ファイル「sotetsu.xls」を選択して開く 
 図4.6 Excel読み込みウィザード・ダイアログ・ボックス（左）と読み込み後のJMPデータ・テーブル（右） 
 図4.7 Excelファイル「sotetsu.xls」をJMPに取り込み「相模鉄道.jmp」の全体を表示 
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5. グラフの作成と編集 
5.1 描画できるグラフの種類  JMPメニューの［グラフ］から［チャート］を選択するか，「JMPスターター」のグラフ・カテゴリにある［チャート］ボタンで起動できます．「チャート」ダイアログ・ボックスを使って描画できるグラフは 5 種類（棒，折れ線，円，垂線，点のグラフ）です（図5.1右，図5.2）．ただし，この基本的なグラフの他に，プルダウン・メニューや「JMPスターター」にあるように様々な形式のグラフとそのオプ
ションがあります（ヘルプ参照）． 
5.2 データの編集とグラフの作成集  ここでは，日本語ファイル名のサンプル・データ・テーブルを数多く持つ JMP9 の“Sample_Data”を“Sample_Data_JMP9”として登録し，そこから「車の調査.jmp」を読み込んで，列名「年齢層」を追加し，20歳以上で30歳未満は1，30歳以上で
39歳未満は2，その他は3としてグループ化し，年齢層とタイプに関するグラフを作ってみます（図
5.3～5.6）． 
 図5.1 チャート・ダイアログ・ボックスから描画できるグラフの種類 
 図5.2 相模鉄道の各駅での乗降者数のデータを1994年と1998年分を棒グラフ表示 
  列「年齢層」のカテゴリー計算式を列ボックスのプルダウン・メニュー（▼）から「計算式」クリックして，ダイアログ・ボックスを開き，「関数」から「条件付き」と「比較」を駆使して，計算式を設定し，［OK］ボタンをクリックします（図3.5）． 次に，棒グラフの描画されているウィンドウのチャート左上にあるオプション・メニューの赤い下三
角マークをクリックして，「棒の積み重ね」を選択します（図3.7）．所有車種の比率と年齢層別の違いの比較がし易くなります（図3.8）．「子育て中の30代」には「ファミリー・タイプ」が増えることが理解できます．このデータ・テーブルをグラフとともに「車の調査_00.jmp」としてフォルダー「Mydata」に保存しておきましょう． 
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         図5.3 「車の調査.jmp」の読み込みと列「年齢層」グループの新規追加 
              図5.4 列「年齢層」の計算式の設定 
              図5.5 「車の調査.jmp」の全項目の一変量の分布からヒストグラムの表示  ここでは，作成した統計分析結果をWordなどのワード・プロセッサーに貼り付けてみましょう．先ず「選択ツール」をクリックして（図3.9），カーソルの形を「十字形」にします． この状態で図3.10の様に，図全体が反転するように［選択ツール］をチャート上に載せます．メニュ［ー編集］から［コピー］をクリックし，クリップ・
ボードに取り込んで，レポートのWordに貼り付けます  ワード・プロセッサーを起動し，グラフを貼り付けたい場所にカーソルを合わせ，［形式を選択して貼り付け］ダイアログ・ボックスを表示し，「図（拡張メタファイル）」を選択し，［OK］ボタンを押します（図3.11）． 
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 図5.6 「グラフ」から「チャート」を，最初に年齢層，次いでタイプをカテゴリ Xで指定し，［OK］ボタンでグラフ表示 
         図5.7 オプションで「棒の積み重ね」を選択     図5.8 年齢層別車種の積み重ねグラフによる比較 
 図5.9 カーソルを合わせてメニューを表示し，選択ツールをクリック 図5.10 選択したい領域を反転させ，コピ  ー
            図5.11 ［図（拡張メタファイル）］を選択  図5.12 JMPのグラフを貼り付け 
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6. クロス集計とモザイク図 
6.1 クロス集計とモザイク図とは  クロス集計Cross Tabulationとは，アンケート等の質問項目を掛け合わせて集計する手法で，表計算ソフトウェアでは Pivot Table／Pivot Graph作成機能として提供されていますが，JMP11 にもクロス集計とそれをグラフ化した「モザイク図」が分析機能として提供されています． 
6.2 クロス集計表とモザイク図の作成（１）  フォルダ「MyData」から「車の調査_00.jmp」を呼び出し，メニュー「分析」の「二変量の関係」をクリックします．「二変量の関係」ダイアログ・ボックスが表示されますので，列「生産国」を「X，,説明変数」に，列「サイズ」を「Y，目的変数」に入
れ，［OK］ボタンをクリックします（図6.1）．  実行の結果は図 6.2左のとおり，グラフのモザイク図と分割表のクロス集計表，カイ2乗などの検定が表示されますが，サイズの表示順は中型，大型，小型となります．この表示順を変えてみましょう． 
6.3 カテゴリの並び替え 変量のカテゴリ表示の順序を並び替えするときは，メニュー「列」の「値のチェック」を，さらにサブメニューの「リストチェック」をクリックし，「リストチェック」ダイアログ・ボックスが表示されましたら，移動したいカテゴリを上下に移動して，［OK］ボタンを押下して下さい（図6.2中央）． このあとで，再度 モザイク図とクロス集計表を作成し，順序を確認してみましょう（図6.2右，図6.3）． 
      図6.1 「車の調査_00.jmp」から「二変量の関係」をクリックして，クロス集計表とモザイク図を作成 
            図6.2 「二変量の関係」で「サイズ」カテゴリの並び替えを実施 
6.4 複数変量のクロス集計  「車の調査_00.jmp」から「車の生産国」と「車のサイズおよびタイプ」の組み合わせによるクロス集計や，あるいは「既婚/未婚&性別」と「タイプ&
サイズ」のクロス集計を採る場合の方法には2通りあります． １） By機能による層別された2変量のクロス集計 「二変量の関係」ダイアログ・ボックスで，3 番
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目の変量（タイプ）を「By」に設定して，車のタイプ毎に，モザイク図，分割表，検定を計算している（図6.4）． ２）2 つの変量を組み合わせた新たな変量を作ってクロス集計（第7.3節（３）のp.49～59を参照）  予め，「車のタイプ」と「車のサイズ」を結合した「タイプ＆サイズ」の列を作成し，計算式を設定します．計算式は「タイプ」を選んだ後，「文字」から
「concat （結合する）」を選択して結合の記号「||」を表示し，その後ろに「サイズ」を持ってきます．新たな変量に「スポーツ小型」や「ファミリー中型」などのカテゴリーが作成されます．変量「既婚/未婚＆性別」も同様に作成します．新規に作成した変量を使って，「生産国」×「タイプ＆サイズ」や，「タイプ＆サイズ」×「既婚/未婚＆性別」のクロス集計を実行します（図6.5）． 
         図6.3 「車の調査_00.jmp」から「二変量の関係」のモザイク図とクロス集計表と検定値 
      図6.4 「二変量の関係」ダイアログ・ボックスで，By機能による層別された2変量のクロス集計 
      図6.5 新たな変量「タイプ&サイズ」（左）と「既婚/未婚＆性別」（右）によるクロス集計の例 
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7. JMPについて 
7.1 JMPの語源  さて，JMPの語源は，この探索型データ解析ソフトウェアを開発した，アメリカ合衆国の SAS 
Institute社の創業者の一人である John Sall（ジョン・ソール）氏が，Macintosh用にソフトウェア・プロダクトを作り，John’s Macintosh Productの頭文字をとって JMP（「ジャンプ」という）としたとされています． 
7.2 JMPを使用して分析できる機能 
SAS社から提供されているJMPユーザーズ・ガイドの説明によれば，「JMP はデータを表示し，分析するための優れた GUI（Graphical User 
Interface）を備えた統計ソフトウェアです．」とあり，JMP では，次の機能を使って統計グラフを対話方式で（Interactive），作成することができます． 
 データを表示，入力，および操作するためのスプレッドシート 
 データ分析のための幅広いグラフ表示方法および統計手法 
 広範な実験計画（DOE：Design of Experiments） 
 データのサブセットを選択・表示するためのオプション 
 テーブルを並べ替え，結合するためのデータ管理ツール 
 各テーブルで値を計算するための計算式エディタ 
 データをグループ化し，要約統計値を計算する機能 
 品質管理に使用できる特殊プロット，チャート，および通信機能 
 分析結果を別のアプリケーションに移動したり，印刷したりするためのツール 
 よく使うルーチンを保存するためのスクリプト言語 
JMPの使い方は簡単で，適切なグラフとテーブルを使って統計量を論理的に編成することにより，データのパターンを発見したり（Find Patterns），外れ値（Outlying Points）を識別したり，データをクリーニング（Data Cleaning）したり，モデルを当てはめたり（Fit Models），グラフを使って視覚化（Visualization）することができます． あなたが指定する変数の尺度（Types of Variables）や役割（Roles）に基づいて，適切な分析手法が自動的に選択，実行されます． 統計学の初心者でも，記述統計（Descriptive 
Statistics）や簡単な分析（Simple Analyses）にJMP を使うことができます．また，上級研究者は，複雑なモデルの当てはめも実行できます．標準的な統計分析，実験計画法，品質管理，三角図，等高線図，および生存時間分析などのプラットフォームを使ってデータを分析し，結果を素早く確認することがで
きます． 
7.3 JMPのための市販テキスト  JMP最新版（Ver.11）対応の市販テキストはありません．SAS社発行のの「はじめてのJMP（Ver.11，
162ページ）」か「Using JMP（Ver.11，514ページ）」を利用していただくか，下記のテキストをご利用下さい． （１） 田久浩志，林俊克，小島隆矢著，JMPによる統計解析入門 第2版，オーム社，2006.11.25，ISBN4-274-06667-3，
¥2,800+TAX＝¥2,940 
JMP（Ver.6）の具体的な操作方法に加え，統計の基礎として，分布，標本，検定，分散分析，回帰分析，多変量解析から主成分分析などを解説． （２） 慶応SFCデータ分析教育グループ編，データ分析入門（第 7版）［JMP7.0日本語版対応］，慶応義塾大学出版会，
2008.5.26，ISBN4-7664-1524-7，¥3,500+TAX=¥3,675 データ分析の方法が初心者に解りやすく解説されていて，
JMPの授業で使用しているが，改訂されていない． データ分析入門第 6 版以降，DASample の最新版を
http://www.dsci.sfc.keio.ac.jp/で提供． （３） 廣野元久，林俊克著，JMPによる多変量データ活用術，海文堂出版，2004.6.10，ISBN4-303-73433-0，¥2,800+TAX＝¥2,940（現在は第2版，2005.4.5） 
JMP Ver.5.1J版用ですが，Ver.11でも充分使用可能．モニタリング，主成分分析，対応分析，クラスター分析，判別分析，パーティション，重回帰分析，Graphical Modelingの具体的な操作方法に加え，統計の基礎として，分布，標本，検定，分散分析，回帰分析を解説．  （４） 内田治，松木秀明，上野真由美著，すぐわかる JMPによる統計解析，東京図書，2002，ISBN4-489-00639-5，
¥2,800+TAX＝¥2,940 多分JMP Ver.3対応版と思われるが，Ver.11でも充分使用可能．データの要約と可視化，平均値，分散，相関，回帰の各分析法とノンパラメトリック法を解説． （５） 内田治，松木秀明，上野真由美著，すぐわかる JMPによる多変量解析，東京図書，2002，ISBN4-489-00640-1，
¥2,800+TAX＝¥2,940 多分JMP Ver.3対応版と思われるが，Ver.11でも充分使用可能．回帰分析，重回帰分析，判別分析，数量化理論，主成分分析，クラスター分析を解説． 
7.4 JMP演習問題 演習 「Data_Big_Class_01.jmp」のテーブルに列「BMI（Body Mass Index）の診断」と「理想体重」を追加し，BMI<18.5 なら「痩せすぎです」，
BMI>25.0なら「太りすぎです」，それ以外なら「ちょうど良い」という名義尺度の診断を求め，更に理想体重＝身長（m）×身長（m）×22と計算してみましょう．また，「年齢」と「診断」の一変量の分布のヒストグラムと二変量の関係を求めてみましょう． 
